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定例監査（財政援助団体監査）の監査結果について（報告） 

 

 

地方自治法第 199 条第４条および同条第７項の規定に基づき、町が補助金等により財

政援助している団体の業務について監査を実施したので、その結果を別紙のとおり報告

します。 



定例監査（財政援助団体監査）報告 

 

１ 監査年月日 令和４年９月２１日（水）～１１月１５（火） 

２ 監 査 場 所 新型コロナウイルス感染が拡大している中、監査対象が介護施設で

あることを考慮し、書面監査とした 

３ 監 査 対 象 社会福祉法人いいで福祉会 

  ・令和３年度介護予防ケアマネジメント業務委託料 

・令和３年度グループホームひめさゆり荘施設整備補助金 

（所管課：健康福祉課） 

４ 出 席 委 員 伊藤代表監査委員、遠藤監査委員 

５ 説 明 員 健康福祉課福祉室 宮川室長、長岡主査 

６ 職 務 出 席 大谷部事務局長、井上主査 

７ 監査の主眼 ・当該団体に対する指導監督は適切に行われているか。 

・事業が目的に沿って効果的に実施されているか。 

・会計経理、書類整備等が適切に行われているか。 

 

８ 監査の概要と結果 

＜令和３年度介護予防支援及び介護予防ケアマネジメント業務委託 113,250 円＞ 

 要支援者のケアプラン作成、認定申請の代行、サービス事業者との連絡・調整など、

より効果的な介護予防に繋がるケアマネジメントを実施し、自立の促進や重度化予防推

進を図る事業。 

 

＜令和３年度グループホームひめさゆり荘施設整備事業補助金 7,589,000 円＞ 

 グループホームひめさゆり荘の冷暖房設備については、平成 17 年の開所時より使用し

ており 15 年以上経過している。設備・機器の経年劣化によりここ数年は年に何度も不具

合が生じ、利用者の健康・生活にも支障をきたす状況にあるため、冷暖房設備を更新し、

住環境の改善と利用者の健康・安全安心な生活の確保を図る事業。 

 

監査結果 

審査に付された補助金額は正確かつ適正であると認められる。ただし、下記の点に留意され

たい。 

 

１． 施設整備補助金は全額国庫補助金であり、会計検査の対象となるものである。検査まで

に、さらに書類の整理に努め、保管されたい。 

 



２． 完了検査等においては、完了時の提出書類や検査者、検査の実施内容等を事前に仕様

書等で明確にしておくべきである。 

 

 

３． 事業者が民間といえども社会福祉法人であり、公共性の高い組織であることから、補助金

関係事務及び手続き等は自治体に準ずるべきと思慮されるため、その指導体制について

再認識し業務を遂行されたい。 

 

４．起案から交付、そして事業決定まで、ある程度余裕をもった業務遂行をすべきである。決

済日付等については時系列的に処理されたい。 

 


